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■論 文■

ラー ジャ スター ンにおける

儀礼演劇 の社会的構成
トライバル ・グル ー プ ・ビール の舞 踊儀 礼 を中心 と して

0

三 尾 稔

第1章　 序 論

ラージ ャス ター ン州南東 部 に広がるメーワール地方は,独 立 まではイ ン ド

で最 古 の家 系 を誇 るマハラジャの統治するメー ワール藩 王 国の領 土 で あっ

た.こ の地 方 は ラー ジャス ター ン州 中央部 を走 るアラワー リー山脈 の東側 に

位置 し,平 地 となだ らかな丘陵 や 山地 が入 り組 むやや複雑 な地形 をなしてい

る.年 間降水量 は500mmあ ま りで,西 暦 で いえば7月 か ら9月 まで の雨季

を除 けば晴天 が続 き,平 野部 も山地 も1年 の大部分 は乾 いた地肌 をさ らして

い る.

こ の 山地 を主 な居 住 地 にす る メー ワ ール地 方 最 大 の トライ バ ル ・グル ー プ

が ビ ー ル(Bhi1)1で あ る.ビ ール は,ラ ー ジ ャ ス ター ン,グ ジ ャ ラ ー ト,マ

デ ィ ヤ プ ラデ シ ュの3州 に また が って住 むイ ン ドで も有 数 の トライ バ ル ・グ

ル ー プ で あ る が,居 住 す る地域 によ って社 会 組 織 や 文 化 伝 統 が微 妙 に異 な り

あ つ て い る[Doshi1990:91-134].メ ー ワー ル地 方 の ビー ル も独 自の伝 統 芸

能 を保 持 して い る、 そ の典 型 的 な例 が本論 で 取 り上 げ る儀 礼 演 劇 「ガ ウ リ

ー」(Gauri)で あ り,こ れ は少 な くと も現 在 は メ ー ワー ル地 方,そ れ も ほぼ

そ の 中 心 で あ る ウ ダイ プ ール ・デ ィ ス トリク ト一帯 で の み演 じ られ る芸能 と

な っ て い る[Chauhan　 1967:193-195]・

三尾 稔 みおみの る,東 京大学教養学部,社 会人類 学,代 表的論文:
「女神祭祀の変容－ イ ン ド・ラージャスターン州 メーワール地方 の事例 か ら」,『民

族学研究』58巻4号,PP・334-355,1994・



ラージャスターンにおける儀礼演劇の社会的構成 31

ガウリーは,乾 燥地 帯 の草木 が一斉 に生気 を取 り戻す雨季 の後半1カ 月余

りにわた りビール の男 性達 が演ずる.芸 能 を行 う初 日と最終 日には女神信仰

に関わる特別 な儀礼 がビールのみによって行 われ,こ の ことか らビール に と

っては ガ ウリーの上演は女神 に対 し奉納 され る神聖な芸能 と捉 え られている

ことがわかる・上演は一 目単位 で完結 し,そ の主題 は,こ の儀礼 演劇 の総 称

が シ ヴ ァ の配偶者パル ヴァティ(Parvati） の別 名 であ ることか らも うか が

えるよ うに,日 常世界 を脅 かす超 自然 的 で邪悪 な存在 に対す る女神 の力 の勝

利 である・ この地方では女神 は霊媒 に憑衣 す ると信 じられてお り,こ の芸能

にお いて も上 演 の最 中 に しばしば愚衣 がみ られ る.女 神 だけでは な く様 々 な

神 や悪霊 の憑衣 も演 じられた り,そ れ らの真正 の憑衣 が起 こった りする.即

ち， この芸能 はメー ワール地方 の大衆信仰の特徴 である憑衣 す る神 や霊 をめ

ぐる信仰 をそのモチーフにしているのである.

第3章 で述 べ るよ うに,ガ ウ リーは ビール が村 ごとに演 じ手集 団 を組んで

村 や町 を巡 って野外 の広場で上演す るため,こ の 芸 能 が 演 じ られ る期 間中

は 毎 日必ず どこかでガウリー を見 ることができる.筆 者 は1990年4月 か ら

1991年6月 まで この地 方 のあ る農 村 のカース ト・ヒン ドゥを主たる対 象 に

文化人類学的なフィール ドワークを行 ったが,ガ ウリー期 間中は様 々 な場所

と機会 にその上演 を見 る機会 があった.こ れは単 に一 調査 者 のみ の経 験 では

な く,こ の地 方 に住 む カース ト・ヒン ドゥにとっても同様 で,彼 らも所 用 で

出 か けた際 の通 りがか りといった偶然 の機会 を捉 えた り,あ るいは 自分 の住

む村 や その近隣 でガウリーが演 じられる場合 には農作業 そのほかの仕事 を休

んで出かけた りして期 間中には何度 もガウリーを見 るのである.従 って ガ ウ

リー の演 じ られ る所 では どこでも数百人程 が観客 となって芸能の上演 を見入

っている・ガ ウリーはビールのみな らずカース ト・ヒン ドゥにとって もこの

時期 の主要な行事 の一 つとなっているのである.

ガ ウ リー を儀礼 演劇 とい う2っ の異 なる概念 を並列 させ た用 語で称す るの

は・ ここまで述べ てきたよ うに,ガ ウリーが演者 には第一 義的 には神 に奉納

するもので あるという点 で儀礼であるにも関わ らず,そ れ が神 と演者 の間 の

みで完結 せず・筋 のある物語 を儀礼 とは直接関係 がない第三者(こ こではカ

ース ト・ヒン ドゥ)に 見 せ ることによ って 初 めて成 立す る演劇 ともなってい

るか らで ある.

本論 の第一 の 目的は,こ れ まで ほとん ど紹介 され る ことのなかった このビ
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一ル の伝統芸能 を上演の具体例 に即 して記述 し,こ の芸能 の場 で看取 され る

神 と演者 と観客の複雑 な関係 のあ りさまを分析す ることにある・

ガウリーにおけるこの演者=ト ライバル ・グル ープ と観客=カ ー ス ト・ヒ

ン ドゥの関係 は,ガ ウリー以外 の文脈 での両者 の社会関係 のあ り方 を反映 し

た ものと考 え られ る.本 論 の第二 の 目的 は,ビ ール とカース ト・ヒン ドゥの

メー ワール地方 における社会関係 の特質 を探 り,こ れがガ ウ リーの構成 に ど

の よ うに関係 しているか を考察す ることにある.

ビール は カース ト的社会秩序 か ら徹底 して排除 ・差別 される存在 で ある一

方で,ヒ ン ドゥの一般 大衆 が信仰 の対 象 とす る神 々の社 の霊媒 となって ヒン

ドゥの生活 に関与す ることが多 く,大 衆信仰 の側 面 にお いては ヒン ドゥか ら

畏れ られる存在 となっている.ガ ウ リー にお いては,こ のよ うな ビール とカ

ース ト・ヒン ドゥの両義的 な関係 が集約的 に表れ再確認 される一方,神 霊 の

憑衣をめ ぐる ヒン ドゥ大衆 の信仰 の基盤 がカース ト秩序 の外部 に存在す るビ

,_....ルによ って与 え られ,そ の信仰 が強化 されて いる と考 えられ るのである.

本 論 の第三 の 目的 は,上 記 のよ うな考察 によって,

① カース ト・ヒン ドゥとカー ス トの秩序の外部 に存在す る社会集団 との

関係 を探 る.

② メー ワール地方 を含 む ラー ジャスターン地方の憑衣 をめぐる大衆信仰

の特質 を把握す る.

とい うよ り大 きな問題 を扱 う上 での手 がか りをえることにある.

上記 の 目的 に向 けて本 論 文 は,第2章 で まず 日常 的 な場 面 での ビール とカ

ース ト・ヒン ドゥとの両義的な関係 を整理 し把握す る.続 く第3章 では,ガ

ウ リーの2っ の側面,即 ちビール の儀礼 としてのガ ウ リー と,カ ー ス ト ・ヒ

ン ドゥを も含 み込 ん だ演劇 としてのガウリーとい う2側 面 の具体 的記述 を試

み る.第4章 では,第3章 の記 述 をふ まえて,ガ ウリー の構成 上 の特性 がメ

ー ワール社会 とどのように関連 し合 っているのか を中心 に考察 を加 える.第

5章 では,本 論全 体 を振 り返 り,カ ース ト・ヒン ドウとビール がガウリー を

媒介 にいかなる関係 を保つ のかを概観 して結論 とす る.

第2章 カース ト社 会にお ける 「部外者」 としての ビール

ガウリーの具体的な考察 にはいる前 に,メ ー ワール地域 にお け るビール と

カー ス ト・ヒン ドゥの関係 を整理 して捉 えてお くことにす る.ビ ールは日 常
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的 な社会関係 においてはカース ト・ヒン ドゥの共同体か ら排除 されるいわば

「部外者」 である一方 ,超 自然 的 な霊 の憑衣 に関 わる儀 礼 においては ヒン ド

ゥー般大衆 が信仰 の対象 とす る神 々の社の霊媒 となってヒン ドゥの生活 に関

与することが多い.こ のよ うな両者 のア ンビバ レン トな関係 が,ガ ウ リー の

構成 に も大 きな影 響 を及 ぼしていると考 えられ るのである.

この地 域 にお ける ヒン ドゥとビールの関係は,少 な くともアクバル 大帝 の

時代 にまで遡 ることが可能 である.メ ー ワール王 国 は,イ ス ラム勢力 のイ ン

ド侵攻 に対 して最 も頑強に抵抗 したラージプー ト王国の一 つであったが,ム

ガル帝 国軍 の攻 勢 は防 ぎきれず,ア クバル 大帝 時代 の攻略 によ りかつての首

都 チ ットールガルは陥落 した.当 時 の メー ワール王 プ ラタ ップシンは首都か

ら西方 に逃れて抵抗 を続 け,現 在 の ウダイプール周辺 に王都 を再建 した.こ

れ を契機 にメー ワール王国 の勢力は西漸 して行 くのだが,19世 紀初 頭 にメー

ワール藩王 国史 を著 した トッ ド大佐 の記述 による限 り,プ ラタ ップ シンの当

時 ウダイ プール周辺はほ とんどビールのみが居住 す る地 域 であった らしい

[Tod　 1983(1829):269-278].メ ー ワール王 国は ラージプー トを支配勢力 と

す るカース ト・ヒン ドゥの王国であったから,そ の勢力西漸 は ヒン ドゥの移

住,ビ ール の居住地 の征服,お よび ビール のよ り僻遠 の地 へ の追 い込み を意

味す る・ 伝説 は何人 かの王 とビールの同盟関係 を伝 えてお り2,実 際 の経過

は複 雑 で あったで あろ うが,20世紀 初頭 まで ビール によるメー ワール王国へ

の反乱 がしばしば記録 されている[Deliege1985:37-66〕 ことは,歴 史 的 に

ビVル は ヒン ドゥで あ るメー ワール王国に基本的には征服 ・支配 される対象

で あ り続 けた ことを示 している.

またDeliegeに よれ ば,ビー ル とい う言 葉 は 「山の住民」 を含意す る

[Deliege　 1981:125-6]・ 平 原部 で の農耕 ・牧 畜 を社会 の基盤 とす るヒン ドゥ

にとって,ビ ール は その周 辺部 に居住す る部族民 とい う位置づけの もとに捉

え られていた とい うことになるだろう.こ れは,上 記 のメー ワール王 国の西

漸 とビール の山地 への追 い込みという過程 にも合致す るし,現 在 の ビー ル の

居住地域 の分布 もある程度 この概念 を裏打 ちす る.メ ー ワール地 方 は周 囲 を

な だ らか な山地 に囲 まれているが,こ の山地 に入 る とビール が住 民 の9割 以

上 を占め るよ うにな り,住 民全 てが ビール で あるとい う村 も少 な くないので

ある.[Carstairs　 1955:68].

実 際 には,ビ ール は 山地 にのみ居住 してい るのではな く,平 原部 の村 や町
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にも農業 その他の生業 を営みなが ら住んでいる.ヒ ン ドゥの住 む村 でガ ウ リ

ー を上演す るビールは主 としてこの平原部 に住 むビールである.し か し,王

政 が 廃止 されてか ら既 に40年 余 りた って も,彼 らが 日常 の 社会生活 にお い

て ヒン ドゥか ら差別 され,排 除 され る存在 で あることに大 きな変化 はみ られ

ない.

平 地 に住 む ビール は,ヒ ン ドゥが圧倒 的多数 を占め る村や町 に数世帯か ら

数十世帯毎 に分かれて住 んでいる.筆 者 の調査 の主 な舞 台 とな った平地 の農

村 で も約1割 がビール で あった し〔三尾1994:336〕3、,本 論 で取 り上 げ るガ ウ

リー が行 わ れ た村 でもビールはその村 の人口の約8パ ーセ ン トを占めて い

る.

しか し,彼 らは村毎 の 自治組織 で あるパ ンチャイヤ ット4の 出席権 や 発 言

権 を認 め られては いない.同 時 に彼 らは村 としての事 業,例 えば村 の寺院 の

維 持 ・管理 に費用 を払 う義務 もない。 また彼 らは,ヒ ン ドゥとの 日常 的 な社

交 の機 会 もほとんどもたない.つ ま り,葬 儀 や婚 姻 な どに招 待 しあった りし

ないことは もちろん,夜 にな ると村 の辻 々 に自然 にで きる雑談や噂話 の集 ま

りも,ヒ ン ドゥとビール は別 々 に形 成す る・

村 の儀礼 につ いて も同様 で,雨 季 の終 わ りに行 われ る村 の女神 の祭礼 であ

るノー ラットリ(Navratri)の 機会5を 除 けば ビール は村 の儀 礼 には参加 しな

い.逆 に ヒン ドゥの村 人 もビール の儀礼 には全 く無関心 で,彼 らがいつ何 を

して も普 通 は参加 も干渉 もしない.

ビール は ヒン ドゥと同 じ村 に住 んでいて も,カ ース ト社会 か らは徹 底 して

排除 された外部的存在 なのである.村 のパ ンチ ャイ ヤ ッ トや儀礼 へ の参加 を

同様 に認 められていないハ リジャンと比べて も,ビ ール のカース ト社 会 か ら

の排 除 の徹底 は際 だっている.つ ま り,ハ リジ ャ ンは差別 されつつ カース ト

問の相互依存 関係 の中で一定の機能 を果たしている(例 えば 動物 の死 体処理

とか,村 の道 の ゴミ掃 除 とか)の に対 して,ビ ール は カー ス ト間 の相 互依存

的 サービス交換 にもほとんど関わ らないのである.

互 いに隣人 で あ りなが らほ とん ど交渉 を持たないビール とカース ト・ヒン

ドゥが関係 を持 ち得 るのは,霊 媒 とそれ に憑衣 す る神 を中心 としたカル トに

おいてである.

メー ワール地 域 を含 め ラージ ャスターン州地方では,バ イ ラヴ ァ(Bhaira-

va),ラ ダ(Radha),サ ガ ス(Sagas)等 様 々の超 自然 的存在 が霊 媒 に憑衣 す る
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と信 じられてお り,こ れ らの霊媒 の もとに治病 や現世的な細 々とした問題 の

解決 が持 ち込 まれ るのはごく日常的な光景 であり,こ の地 方 の大衆信 仰 の特

徴 とな っている[Gold　 1988:4〕 】.

メーワール地 域 の場合,こ れ ら憑衣 す る神 々の社 は普通村 の居住地帯 をは

ずれた所 に建 て られ,霊 媒 とその助手 が社 の管理 に当たっている.治 病 な ど

問題解決 のた めの集 会 は週一回程度開かれ,地 縁 や血縁 な どに関係 な く社 の

霊 媒 の力 を信 じる人々が参集 してくる.

霊媒 の力 は人 々の持 ち込 む問題解決 の能力 によって判断 され,そ の能力 が

高 いとい う評判 が立 つ と広 い範囲か ら多 くの人々が社 を訪 れるようになる.

また ある個 人 や世 帯 の抱 え る問題 を何度 も解決す ると,そ の霊媒 に愚依 す る

神 が 「ガル ・カ ・デヴタ」(Gha　rKa　 Devta;家 の神)と して特別 の崇拝 を受

ける・ 「ガル ・カ ・デヴタ」 の霊媒は,そ のよ うに崇拝 をす るよ うになった

もののグル(Guru;導 師)と され,人 生儀 礼 な どの機会 に必ず招 待すべ きも

の とされるし,信 仰 が強 ま ると子供 の名づ けや人生儀礼の司祭 をブラーマン

司祭 ではなく 「ガル ・カ ・デ ヴタ」の霊媒 に依頼す る例 も見 られ るようにな

る.

霊媒 に憑衣 す る神 をめ ぐる信仰 の形態は・ガウリーを理解す る上で非常 に

重要 となって くるため後 に再び触れるが,こ こで注 目してお きた いのは,霊

媒 の中 には ビー ル が多数含 まれているという事実 である.

社 の霊 媒は成人 の男性 で あれば誰で もがな りうるとされている.霊 媒 とな

るには,特 定 の神 の憑衣 が起 こ りさえすればよく,特 別 なイニ シエーシ ョン

や修 業 を必要 としない・従 ってブラーマンやラージプー トなどが霊媒 となる

例 も実在す る．憑衣 す る神 をめぐる信仰 においては,そ の司祭 とな る霊 媒 に

関 しては理 屈 の上で もまた実際上 もカース トの制約 がない ことになる.

それ に加 えて,カ ース トの社 会秩序 か らは排 除 されているビールです ら霊

媒 とな りうるのである．憑衣 を起 こす 神々はヒン ドゥ神格 に数 え られてお

り,こ の よ うな神格 が ヒン ドゥではないビールに憑衣 す ること自体矛盾す る

ように思われ るが,カ ー ス ト ・ヒン ドゥは特 に問題 にせず,ビ ール が霊媒 を

つ とめ る社 にも多 くの信者 が参集 している.そ のよ うな社 を 「ガル ・カ ・デ

ヴ タ」 とす る人々 もあり,そ の場合 は人生儀礼 に際 して普通 な ら呼ばないは

ずのビール を家 に招待 し,グ ル と して待遇す る.

この よ うな事態 は,神 の憑衣 を媒介 とす る信 仰 とい う局面 においては,ヵ
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一ス トの秩序 あるいはカース トと非 カース トとの境界 が無化 され,そ のよ う

な局 面 で ビール とカー ス ト・ヒン ドゥの交渉が可能 となっていると理解す る

ことができるだろう.こ の地域 の ヒン ドゥ大衆信仰 には信仰 そのもののうち

にヒン ドウ的社会秩序 を無化 し得 る可能性 が胚胎 されているのである.

ビール は 日常 の社会 関係 においてはカース ト・ヒン ドウか ら徹底 して排除

されながら,神 の憑衣 を媒介 に ヒン ドゥの大衆信仰 の内部に深 く食 い込み,

ヒン ドゥ的秩序 その もの を無化 し得 る可能性 をも担っていることになる.

神 の憑衣 を重 要 なモチー フとす る芸能であるガウリーは,ヒ ン ドゥと ビー

ル が交 渉 をもつ数 少ない機会であると同時 に,本 章 で述 べた ビール とカース

ト・ヒン ドゥの両義的関係全体 を再現 し,再 体験す る機会 とな って い る.こ

こで章 を改 め,多 面 性 を持 つ ガ ウ リー の具 体的 な記述 を試み ることにしよ

う.

第3章 儀 礼 ・演劇 と して のガウ リー

序 章で も述べたよ うに,ガ ウリーは それ を演 ず る ピール にとっては第一義

的 には儀礼であ り,そ れ を見 るカー ス ト・ヒン ドウにとっては演劇 となると

い う結構 のもとに演 じられる芸能である.以 下,ま ず ガ ウリー を儀礼 と して

の側面 か ら,続 いて演劇 としての側面 か らそれぞれ具体的な事例 に基づ いて

記述 して行 く．

第1節　 儀礼 と しての ガ ウリー

序 章 で も述べた ように,ガ ウ リーは ビール の男性 が演 じ手 となって1ヶ 月

余 りの間 メ ーワール地 方 の村や町で演 じられる.上 演 の期 間は,具 体 的 には

バ ー ドウン(Bhadun)月 とその翌月 のア ソージ(Asoj)月6の 暗 半月 の第10

日目までと伝統 的 に決 ま って いる.こ れ は この地 方 の雨 季 の後半 に あた り,

西暦 で言 えばおお よそ8月 半 ばか ら9月 半 ば過 ぎ頃 まで にな る.

ガ ウ リー を上演 す るには全部 で30人 ほどの演 じ手 が 必 要で ある.こ の 集

団 は普 通同一 の村 落 に居住 す るビール同士で構成 されている.演 じ手達 が 自

らの村 落 で上演 をす るのは初 日と最終 日だけで ある.そ れ以外 の 日は集 団毎

に村 や町 を巡回 してガウリーを演ず ることになる.

巡 回先 は演 じ手 た ちの住 む村落 のビールの女性 の誰 かが婚出 した先の村 々

の内のどれかであることになっている． この条件 に該当する村落は多数 ある
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ので・その うちのどの村落 を回るのかは演 じ手 の判断 に任 されている.ガ ウ

リー上演 中 に,演 じ手 た ちの住 む村 落出 自の ビールの女性は,こ の演 じ手 た

ち に対 して もろ こしや小麦,金 銭,衣 類等 を贈与す る7).Chauhanも 述 べ る

よ うに[Chauhan　 1963:60-63〕,こ の意味 においてガ ウ リー は ビール の問の

婚姻交換 とい う社会 関係 を再認,強 化 す るとい う機能 をも果た していると見

ることができよう.

さて， 上 演 の初 目に演 じ手達 は各々の村 のビールの母神 を祭 る社 に赴 き,

この社 の霊媒 を司祭 としてプジ ャを行 い,上 演期 間が終 わ るまで脱落 す るこ

となくガウリーを演 じ続 けることを母神 に誓 い，成功 した場 合母神 が彼 らに

幸福 と吉 を与 えること及び期 間中の演 じ手達 の安全 を母神 に求 める.ま た こ

の時 のため に新 た に作 られた壺 に水 を張 り大麦 の種 が蒔かれ,女 神像 の脇 に

安 置 され る． この儀礼 の後,そ の年 の 最 初 のガ ウ リー が 演 じられるのであ

る.

また上 演最終 目には， この機会 のために作 られた母神像 がビールの母神 の

社 か らガ ウリーの上演の場まで運 ばれて来 て,こ の像 に対 してガ ウ リー を見

せ るという上演形式 が特別 にとられる.こ の 日の上演終 了後 には,ガ ウ リー

の主役 達(彼 らの多 くには母神 その他 の神 々が憑衣 した状態 であることが多

い)に 先導 され て・ この母神像 と初 日に種 を植 え られた大麦の壺が村 の中 を

運 ばれ・村 のはずれにある池 に投げ込 まれるとい う1礼 も行 われ る.

ジャ ワラ(Javara)と 呼 ばれ るこの儀礼 は,ガ ウリーの最終 日の約半月 後 に

村 全 体で行われるノーラットリの祭礼 において もカース ト・ヒン ドゥ達 を中

心 として行われ る[三 尾　1994:337]． 但 し,ノ ーラ ッ トリの場合 には母神像

の村 内行進は見 られず,か わ りに憑衣 状態 にある母神 の霊媒 を先頭 とした村

人全 体の村 内行進がある・ その際 にも,あ らか じめ壺 に育 て られ た大麦 が運

ばれ,.村 はず れ の池 に投 げ込 まれ るので ある.

同様 の儀 礼 は・地域 は異 なるがBabbの 民族 誌 に も記述 が あ り,彼 の調査

した マディ ヤプ ラデ シュ州の事例 においてもやは り母神 の祭礼 にともなって

この儀礼 が行 われる らしい[Babb　 1975:134],彼 の解 釈 を援用 すれ ば,こ の

ジ ャワラ の儀 礼 は大麦 の苗 に宿 る母神のカ を獲得 して,生 活 の繁栄 と作物 の

豊 饒 をはか る儀礼 と理解 できる．ジャワラの行進 に登場す る大麦の苗は,儀

礼 参加者 の願 いや献納物 に応 えて母神 が力 を顕現 させた証 しであ り,豊 饒 や

吉 を予示 す る もので あると捉 え られるのである.
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この母神 の力の顕現 には何 らかの献納 が必要 とされるが,ノ ー ラ ッ トリ祭

礼 の場合 には,そ れは 山羊 の供犠 とい う形 をとる.こ れ に対 して,ガ ウリー

で は献 納 が劇 の上演 とい う形式 となっている.ガ ウリー の期 間 の最初 に母神

に劇 の上演 を続 けて行 う誓いを立てることや,最 終 目には母神 の像 に対 して

劇 を見せ るとい う形式 を取 ることなどか ら,劇 上 演 その ものが母神 へ の供 物

と考 え られていることは明かであろ う.ガ ウ リー の主題 が女神 の力 の勝利 を

讃えることであるのも,劇 その もの が母神 へ の献納物 で あることにふ さわし

いと考 え られる.

しか し,ガ ウ リー が大枠 の構造 にお いて母神 への奉納 とい う目的の もとに

演 じられるとい う解釈 は成 り立 ちうるとしても3こ の解 釈 は ビール の人 々 に

とってのみ,か つ母神 との関係 にお いて のみ有効 である.演 劇 と してのガ ウ

リー の構成要 素 である観客は この地 域 一般 のカース ト・ヒン ドゥなのであ

り,彼 らは,他 の ビール の儀礼 同様,ガ ウリー最終 日の ビール の豊饒予祝儀

礼 には参加 しない.

また,ガ ウリーは観 客 を単 な る観 衆 としてではな く演劇 の進行や全体 のリ

ア リティの構成のための重要な一要素 として成立 してお り,日 々上 演場 所 を

変 えて行 われ るこの演劇はその一 目を単位 とした場合で も,演 じ手 お よび観

客 にとって と もに意味 のある一全体 として捉 えられていると考 え られ る.次

節 ではガ ヴ リー の演劇 としての側面 に焦点 をあてて,そ の具体 的 な上 演 内容

の記 述 を試 みることにす る.

第2節 演劇 として のガ ウリー

(1)上 演 の時空 間

ガ ウ リーは 野外 の広場 で,短 い ものな ら15分,長 い ものでは1時 間 ほ ど

か か る全 部 で10余 りの演 目が朝11時 頃 か ら夕方6時 頃 までかか って演 じ ら

れ る`1ヵ 所 での上演 は1日 だけで あ り,演 じ手 集 団は翌 日には別 の村 や町

に移動 して行 く.演 目の内容 を述 べ る前 に,上 演 の大 まか な舞台 設定 と上演

の進行方法 を記述 してお く.

この儀礼演劇 では,村 々 の居住地域 のはず れ のイ ン ド菩提樹 のある広揚 が

そのまま上演 の空 間となる.こ の よ うな場所 には普 通何 らか の憑依 霊 の社

(デ ヴタ Devta8)が 建 て られ てお り,ガ ウ リー が上演 されてい ない時 には,

霊 媒 による治病 の集 ま りに人 々が訪 れる他は,静 ま り返 ってい る.



ラージャスターンにおける儀礼演劇の社会的構成 39

演 じ手集 団の中には必ず霊媒 が含 まれることになってお り,ガ ウ リー上 演

の ある朝 は,こ の霊 媒 を司祭 と して,演 じ手達 は この広揚 の中央 に女神 のシ

ンボルで ある三つ 又槍 を立て,女 神 に対 しカ ンダー(Kandha)9と ギー によ

るプ ジ ャ を行 う.こ こには上演終了 まで霊 媒 が座 り,時 々 カ ンダー とギーの

煙 を絶 や さないようにす る.ま た演劇 が始 まってす ぐにシ ヴ ァ神 が二人 の女

神(パ ル ヴ ァテ ィ とガ ウ リー)と 結婚す るエ ピソー ドが演 じ られ ると,そ の後

二人 の女神10)は ともに三つ 又槍 を挟 んで ここに立 ち,演 劇終 了 まで この場 を

離 れ ない.

上演空 間は上述 の場 所 を中心 として円形 に広 がる.劇 は 半 径 おお よそ15

メー トル程 の 円形空 間 を,基 本 的 には反時計 ま わ りに巡 りつつ進行す る.

観 客 は この円形空 間 を取 りま くよ うに座 って上演 を見 ることになる.劇 は

誰 がいつ見 に来 て もよ くまた いっ帰 ってもよい.特 に入場 料 は な く,上 演 に

含 まれ る歌 や踊 りが気 に入 れば1ル ピーか らせ いぜ い5ル ピー を報 奨 として

演 じ手 に渡す． 観客の座 る位置は男女 が明確 に別 々に座 ること以外特 に制限

はな く,ジ ャーテ ィ11)毎に座 るよ うな ことはない12).つ ま りこの場 で は見 る

側 のジ ャーテ ィの境界は と りあえず消 滅 し,演 ず るビール を対 置 して見 る

「我 々」 とい う経験 が形成 されていると考え られる.座 って上 演 を見 る男達

の間 では,ジ ャーテ ィの境界 が取 り払 われ る場では必ず行われるビリーやパ

イプ タバ コの廻 し飲みが頻繁 にみ られ る.

観 客 は円形 の上演空 間 を ドーナツ状 にとりま くのだが,そ こを幅1メ ー ト

ル ほどの通路 が貫 くよ うに座 る． ここを通って,役 者 が入 退 場 す るので あ

る・1つ の演 目が終 わ るとそれ に登場 した役者 と手のあいている演 じ手 が上

演空間 を太鼓 と鉦の音 に合 わせて反時計 まわ りに踊 り回 る.こ の踊 りに次 の

演 目に登場 す る役者 たちが通路 を通 って加わ り,や がて前 の演 目の役 者 が近

くの衣裳小屋 に退 いて行 く.こ うして次 の演 目が始 め られ る.

ガ ウ リー の演 目をつ な ぐ大枠 として,演 劇 中の出来 事 はシ ヴ ァ神 を王 とす

る王国で生起することになってお り,シ ヴァ神 とその妻 や親族 が登場 して様

様 なエ ピソー ドを演ず る． この大まかな筋 に,手 品や猿 回 し等 の曲芸,ク リ

シ ュナ神 とグジ ャール(Gu3ar)13の 乙女 た ちとの戯 れ をモチー フと した コミ

カルなダンス・ あるいは女神 と王,女 神 と漁 師等 の間 の信仰 と庇護 をテーマ

とした物語等 が挟 まる.

出 し物 は演 じ手集 団毎 に若 干 の異同があるが,主 要 な演 目は必ず 演 じ ら



40 南アジア研究 第6号(1994年)

れ,そ の上 演順や上演 時刻 もほぼ決 まっている.各 々 の演 目の筋 や台詞,歌

等 は演 じ手 も観 客 も熟知 して お り,特 別 な台本 な どは な く,ま た稽古 も特 に

行 われ ない.台 詞 の間や身 の こな し,曲 芸 の 口上 な どは 日を追 って こなれて

ゆ く.観 衆 は これ らの技 芸 を演 じ手集 団毎 に比較 し楽 しむので ある.

演 目は,夕 方 に向か って一 つあた りにかか る時間がよ り長 いものへ,ま た

そのエ ピソー ド中 に信 仰 と受難,神 や霊 とそれへ の敵対 者 との闘争 といった

主題 をよ り濃 く含む ものへと配列 され,一 定 のまとま りの あ る物 語 の合 間 に

ダンスや曲芸 を中心 とする演 目がは さまる.午 前 中か ら昼過 ぎ にか けては観

客 は少な く客同士雑談 を交わすなど集中の度合 いも低 い.夕 方 に向 けて筋 が

比較 的複 雑 とな り,憑依 も含 まれ るよ うな演 目が上演 され るようになると観

客は増 え,演 じ手 も観 客 も演技 に集 中 して興奮 が高 まるよ うになる.

(2)ガ ウ リー の演 目の梗概

こ こで筆 者 が実見 したガウリーに即 して,そ の諸 演 目の具 体的 な内容 を記

述 してみ ることにする.以 下 に取 り上 げ るのは,筆 者 が住 み込 んで調査 を行

った村 に隣接す る村 で上演 されたガウリーである14.こ れ が上 演 され たのは

ガ ウ リー の上 演時間 もほぼ終 わろうとしているある1日 の ことで,筆 者 が ガ

ウリー を実 見す るのは この 日で4回 目で あった.演 じ手 集 団 は この 村 か ら

10キ ロ程離 れた ところにあ る村 に住 むビールであった.

この 日の演 目順 は別表 の通 りである.以 下 やや長 くな るが順 を追 って各 々

の演 目のあらす じと構成 をまとめてお く.な お,以 下 の文 中で半括 弧 をつ け

て示 した数字は,表 の演 目番 号 に一 致す る.

1)は ガ ウ リー を開始 す る歌 で,ガ ネ ーシ ュか ら始 めて あ らゆ る神 々をガウ

リーの場所 に招来す る.こ の歌 は演 じ手 た ち全 員 で上 演空間を回 りなが ら歌

う・2)で はシ ヴ ァ神17)とパル ヴ ァテ ィお よび ガ ウ リー両 女神 との婚姻儀礼 を

演ず る・また3)で はシ ヴァ神 をダラン ・ナ グ リとい う架空の王国の王 と見

立て,王 で あ るシ ヴァ神 が自 らの王 国 を建国するために36の ジ ャー ティ18)

を招 き,そ の全 てが旅 をしてシ ヴァの王 国 に到着するとい うエ ピソー ドを描

く.こ こまでは,以 後 の出来事 が生起 す る舞 台 を整 える部分である.2)と3)

では クタク リヤ(Kutakuria)と ジャマテ ィヤ(Ｊamatia)と 呼 ばれ る二 人 の役

者 がシ ヴ ァ神 と会話 しなが ら話 を進めて行 く.こ の二人 の役者 は以 後一番最

後 のエ ピソー ドまで出番 がない.

4)と5)は,内 容的 には一 つ なが りの演 目で あ る.4)で は,シ ヴ ァ神 が 自
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らの王国 を巡回中に猪 が農地 を荒 らすとい う陳情 を聞 き,こ れ を防 ぐ見張 り

役 に牧羊 を伝統 的な生業 とするガエ リー(Gaeri)ジ ャーティ を任 命す る とい

う始終 を描 く．5)は 依 然 として猪 が農地 を荒 らして いるため,シ ヴ ァが4)

で任命 した見張 り番 を王宮 に呼び 出 し,叱 る場 面 か ら始 ま る.ガ エ リー が王

宮 か ら戻 って見張 りを続 けていると,そ こに2匹 の猪 が乱入 して くる.猪 は

牙 の代 わ りに角 をつ け,体 には雑 草 を巻 き付 け るとい う扮装で通常 の入退場

口ではなく客席 の背後か ら現れて,見 張 りを倒 す.最 後 に彼 らはシ ヴ ァの剣

によ って成敗 され,女 神 の前 で扮 装 を解 き,女 神 の前 にぬかつ いて恭順 の意

を表 す る.

6)と7)も 登場 す る役 に一 性 が あ り一つな が りのエ ピソー ドになってい

る．6)で はシ ヴ ァの姪 で あるケ トゥリーがシヴァのもとに遊び に訪 れている

とい う場面 で始 まる． そこに衣服 の行商人,銀 の装飾 品売 り,金 細 工売 り19

等 が次 々 に訪 れ る． ケ トゥリーは これ らの商品 をシヴァにねだ り,シ ヴァ と

ケ トゥリー が これ らの商 人と掛合 を演 じながら商 品 を値 切 って買 い物 をす

る.

7)は ケ トゥリーが 自分 の住 まいへ帰 ろ うとしているところか ら始 まる.道
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中の食事の乳を得 るために彼女は山羊 をシヴァに無心 し,シ ヴ ァは客 か ら金

を募 って その金 で山羊 を買 い与える.ケ トゥリーは出発す るが,旅 の途 中で

気 を失 って しま う.前 のエ ピソー ドで登場 した見張 りがこれ をシヴァに報告

す ると,シ ヴ ァは霊媒 に彼女 の救済 を依頼する.霊 媒 がケ トゥリー の も とに

着 くと太鼓 と鉦 が激 しく打 ち鳴 らされ,体 中 に雑 草 や木 の枝 を巻 き付 けたブ

ー ト(悪 霊)が 踊 りなが ら周囲 か ら現 れ,ケ トウリー の背 後 に立 つ.ブ ー トが

取 り憑 いたた め にケ トウリーが倒れた とい うわけである20.霊 媒 は ブー トに

ケ トゥリーか ら離 れ るよう説 くが,ブ ー トは その引 き替 え に酒 や阿片 を要求

し,か なえ られ なけれ ばシ ヴァの王 国に火事 を起 こしケ トゥリー を食 べてし

ま うと脅す.霊 媒 が これ を拒否 す る とブー トは暴れ出すが,シ ヴ ァと戦 って

敗 れ,ケ トゥリー は救 われ る.

8)は ク リシ ュナ とグジ ャール ・ジ ャーティの乙女 の戯れをモチーフにし

た踊 りである,こ の演 目がガ ウリーの中間 にあた り,後 半 は10)の 曲芸 をは

さみ な が ら長 いエ ピソー ドが3つ 上 演 され る ことにな る.

9)は 他 の演 目 とは異質 で,出 来事 がシ ヴ ァの王国 では な く,人 間 の王 が治

め る国 で の出来 事 と して演 じられる(但 し,王 の名や 王 国 名 は 特 定 さ れ な

い).ま た この演 目の 演 じ られ る順 は 一定せず,い ちばん 最 後 に演 じられ る

こともある.ス トー リー は以 下 のよ うで あ る・

王 とその后はいつ もダサマター(Dasamata)21,と この女神 が宿 る菩提樹 を

崇 拝 していた.と ころが ある時,日 頃尊 敬す るサ ンニ ャシ(Sannyasi)が 菩

提 樹 の下 で昏倒 した ことか ら22),王 は怒 りにまかせ て この菩提 樹 を切 って し

ま う.ダ サ マ ターは これ に立腹 し,盗 賊 をラー ジャ の王宮 に送 り込 み,王 と

王 妃 を追 いつめ る.王 は王妃 の命 を救 うた めな ら要求 するものを何 でも与 え

ると盗賊 に誓 う.す ると盗賊 はダサマ ター の使 いであることを明か し,王 が

菩提 樹 を切 った ことを責 め,償 い と王妃 の命 のため に王 の首 を要求す る.王

は 自 らの誓 い に殉 じて首 を盗賊 に与 える.誓 いが言葉 通 り達 成 され ることを

見 届 けさせ るために,王 は観客 の中か ら母神 の霊媒 を全 て上演空間に呼びだ

し,彼 らの前 で盗賊 に首 を切 られ る.霊 媒達 は上演空 間 の中心 の女神 の前 に

ぬかついて再び客席 に戻 る.

11)と12)で は物語 の舞 台 が再 度 シ ヴ ァが王 である王国に戻 って くる・こ

の二っの演 目には,デ ヴィ ・アンバ ー(DeviAmbar)女 神 が主要 な役 と して

登場 す る.こ の最 後 の二つ の演 目では シヴ ァは積極的な役割 を与 え られず上
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演空間のすみでエ ピソー ドを見守 る存在 になる.

11)で は,ま ずデ ヴィ ・アンバー が上演空 間の片隅に立 ち,次 にカル キー

ル役 の役者 が長 い銛 をもって入場 し,2人 で歌 の掛合 を始 め る.漁 師 のカル

キール はデ ヴィ ・アンバーへの信仰 を弟の姉 に対す る信頼 と愛着 にた とえ,

銛で捕 った魚 をデ ヴィ ・アンバ ーに捧 げることを誓 う.一 方 デ ヴィ ・ア ンバ

ーは カル キ ール を弟 の様 に愛 し,こ の王国 の池 での漁 の自由 を認 め,カ ルキ

ール が苦難 に あえば庇護 す ると歌 う.歌 の掛 合 の後 カルキール は銛 をた くみ

に振 り回 しながら踊 りを披露する.こ の踊 りの最 中 に警官 を演 ず る役者 が入

場す る.警 官 は役 所 の許 可 な く池 で漁 をしたかどでカルキール を逮捕 して し

ま う・カルキールは再び歌 を唄 ってデヴィ ・アンバーに庇護 を求 める.す る

と,ド ラム と鉦 が打 ち鳴 らされ,デ ヴィ ・アンバ ーお よびパ ルバ ティ,ガ ウ

リー の3体 の女神 役 の俳優 に愚依 が起 こる.デ ヴィ ・ア ンバ ーは憑依 で体 を

震 わせなが らカルキールの方 に歩み寄 り縄 を解 いてやる.自 由 になったカル

キール は警官 と戦 ってその鼻 をそぎ,女 神達 へ の憑依 がぬ けて この演 目は終

わる.

12)が 始 ま る とデ ヴィ ・ア ンバ ーは　11)が 始 ま った とき と同 じ位 置 に立 つ.

一 方異形 の装 束 をつ けた5人 の役者23)と演 目2)と3)に 登場 した クタク リヤ

とジャマテ ィヤおよび特 に扮装 をしていない3人 の役者 が踊 りなが ら入 揚 す

る・ ク タク リヤ以下は早 めに踊 りを終 え,デ ヴィ ・アンバ ー の脇 に控 え る

が,異 形 の5人 は客席 を睨 み回 し,客 席 になだれ込 もうとした りしなが ら踊

りを続 ける.

踊 りが終 わ る と,ク タク リヤ と異相 をしてい るが仮面 をつ けていない者 の

一人(こ れ がハ テ ィヤで ある)が 問答 を始 め る.こ の問答 でハ ティ ヤ達 はカル

カ ッタか らや ってきた邪術使 い24で ブー トや ダ カン(Dhakan;女 性 の悪 霊 と

され る)を 操 り人 間 にと りつ くもので あ ること,今 は ダー ラ ンナ グ リに来 て

デ ヴィ ・アンバー を嫁として連れ去 るつ もりであることを述べ る.ク タク リ

ヤはデ ヴィ ・ア ンバーは 自分の祖 母 で あると言 い,デ ヴィ ・ア ンバー を称

え,邪 術 使 い にデ ヴィ ・ア ンバ ー を渡す ことを拒絶す る.な お もハテ ィヤ が

要求 す るとク タク リヤはデヴィ ・アンバーに相談 をし,も しもハ テ ィヤ達 が

ク タク リヤ達 と戦 って勝 てばデヴィ ・アンバーはクタクリヤの もとに行 くと

い う.

こうして2つ の集 団 の間 に戦 いが始 ま るの だが,そ の始 めに11)で憑依 を
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呼び起 こした ドラムと鉦 の音 が再び打 ち鳴 らされ,女 神群 とハテ ィヤ達 に憑

依 が起 こる(ク タク リヤ達 には憑依 は起 こ らない)・ ノ・ティヤ達 は ク タク リヤ

達 に襲 いかかって倒す と,次 に客席 内 に入 り込 み観 客 として来 てい るカース

ト・ヒン ドゥの霊媒達 に剣 を突 きつ け彼 らを挑発す る.誰 が どの よ うな神霊

的存在 の霊媒 かはビールにとってもカース ト・ヒン ドゥにとって も周知の事

柄 なのである.ハ ティヤ達 に剣 を突 きつ け られす さまじい形相 で睨 まれて挑

発 を受 けるとこれ らの霊媒達 にも憑依 が起 こり,上 演空 間 に飛び 出 してハ テ

ィ ヤの配下 と戦 った り,パ ルバテ ィ達 の足下 にあ る鉄 の鎖で 自らの体 を打 ち

女神 に祈 った りす る．一 方場内 にいる未亡人 の中にはこの間 にダカンが憑依

し,そ の場 で気 を失 って しま った りす る者 もあらわれる.

この よ うに演劇 空 間は上 演場 も客席 もしば らくの間は各所 で憑依 が起 こ り.

大混乱 が生 ず る.ハ テ ィヤ達 は優 勢 を保 つ が,最 後 にビール の霊 媒 に憑依 が

起 こ り,彼 がその持 ち物 であ る孔雀 の羽 を束ねた棒でハ ティヤを打 ち,彼 ら

を破 る.ハ テ ィヤ達 は 敗 れ ると装束 を解 いて女神 の前 にぬかづ き,退 場 す

る.最 後 に残 るハ テ ィヤは憑依 によ る震 えがなかなかぬけず,最 終 的 には気

絶 して場 内か ら衣裳 小屋 に運び込まれる.

デ ヴィ ・ア ンバ ー と ビール の霊媒 が勝利す ると,最 後 のダ ンス が踊 られ て

「シ ュリ ・アンバーマー ・キ ・ジェイ」 「シュリ ・マハ デーヴ ・キ ・ジェイ」

ノ ノ

(Sri　Ambarma　 Ki　Jay・　Sri　Mahadev　 Ki　Jay;ア ンバ ー神万 歳 シ ヴ ァ神 万

歳)の か け声 とともにガ ウリーの一 日の上演は終了 し,観 客 は家路 につ くこ

と になる.

以 上 がガ ウ リーの一日 の演 目の梗概である.上 演 の最後 の 局 面 に至 って,

観 客 で あるカース ト・ヒ ン ドゥと演者であるビール との境界が消滅 し,カ ー

ス ト・ヒン ドゥの中 に も霊 媒達 のよ うに明 らかに劇 中に取 り込 まれ る者 が出

て くることが分かる.ま た観 客席 で神霊 の力 を見せ つ けられ,神 々 を賛嘆 す

るに至 る一般 の ヒン ドゥも,こ の局面 では霊 媒 を中心 とす るカル トにおける

一般信者 にあたる役割 を振 り当て られていると解釈できないであろ うか.

演劇 としてのガ ウ リー は,最 終的 に観 客で あるヒン ドゥを も劇中 に包み込

み,ビ ール だ けでは な くそ こにい る者全員 が演 じ手 となって劇 を完成 させ る

とい う筋立 てを持つと考 え られ るのである.

次章 では・ まず この演劇 と してのガウリーの構成のよ り詳 細 な分 析 を行
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い， これを手 がか りにガウリーの社会的構成 のあり方 に迫 って行 くことにし

よ う.

第4章　 ガ ウ リーの社会的構成

第1節　 ガ ウリー の構成 と内容 の特徴

演劇 としてのガウリーは,観 客 を単 に客席 で 演劇 を見 るだけの存在か ら,

演劇 の空 間 に取 り込 まれ そ こで上演 される出来事 を演 じる者 とともに生々 し

く体験す る存在へ と次第 に変換 して行 く構成 が巧みに仕組 まれていることが

分かる。

Kapfererは,ス リランカの悪魔払 いの儀 礼 の構成 を分析 し,こ の儀礼 の

特徴 と して,見 物人 の注 意 を次第 に儀礼 の中心へ引きつけ,最 後 には悪 魔 に

憑か れた者 の体験 が他者の体験ではなく見物人 にも起 こ り得 る体験た りうる

ことを感得 させ,見 物人 と悪魔払 いの対象者 との共感 を引 き起 こす ことを狙

っていることを指摘 している[Kapferer　 1979:129-136].Kapfererは このよ

うな見物人 の儀 礼 の主題 へ の注意 の引 き込みとこれによって儀礼 の行為者 と

儀礼 の見物人 の共感が引き起 こされる効果 をフレームァップ効果 と呼んでい

る.

ガ ウ リーは,悪 魔払 いや何 らかの治病 を目的 とした儀礼 ではないが,演 目

の進行 は ま さに このフ レーム ァップ効果 をもた らす ものと考え られるのであ

る．以下では,こ の点 に注 目 しつつ,第3章 第2節 で概観 した ガ ウ リー の構

成 と内容 の特徴 について考察す る.

ガ ウ リー の舞 台のお膳 立 て となる演 目1),2),3)で は神 々の招 来 に続 いて

「全 ての」 ジャーティが演劇 の空間に登場 させ られ る.こ こに多数 のジ ャー

テ ィが生活 世界 を形成す る日常的な世界が演劇空間の中に再現 され る.つ ま

り,観 客 は 自 らの住 む世 界 の ミニ チ ュアを演劇 の空間 に対象化 して捉 えるこ

とになる．一方， この空間では神 々は人間 に近 しい存在 として登場 し,シ ヴ

ァ神 が人 間 と直接話 す ことす ら可能になっている.

4)以 降 の演 目は,4)と5),6)と7),は それぞれ対 にな り,11)の 場合 は単

独 で・基本 的 には相 同的 な構成で筋 が進行す る・即 ちその前半部分では 日常

世 界の様相 が描 かれ,様 々なジ ャーティ が登場 し,そ の服装 や生活 が大 げ さ

な しぐさで・時 には冗談 を交 えなが ら表現 される.こ の場 面 で支配 的 なのは

滑稽 さや笑いの雰囲気であ り,観 客達 は笑 い ころげ る．一方,表 現 され る しぐ
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さや言葉使 いがあれ これのジャーティにどれほど似ているかということを批

評的 に捉 えている.こ の部分 は,観 客 に とっては表現 され てい る自分達 の姿

を,反 省 的 に捉 え る機 会 と もなっているといえるだろ う25.

一方後半 部分 では,平 穏 な 目常 や神 々 と人間 とが調和 した世界 を乱す存在

の闖入 が表現 され,こ の非 日常的 な存在 が神 のカ や庇護 によって成敗 され排

除 されるとい うテーマが演 じられる.後 半 の主要部分 は舞 踊的 な武 闘 の表現

であ り,笑 いの要素 はほ とん どな くなる.

4)以 降 のエ ピソー ドの基本 構成 は以上 のよ うであるが,4),5)か ら6),7)

へ,更 に11)へ と演 目が進行す ると,シ ヴァ神 は次第 に演 劇空 間 の前 面か ら

後退 して積極的な役割 を果た さな くな り,最 後 には動作 もな く言葉 も発 さな

いで出来事 を見守 るようになる.つ ま り,シ ヴ ァ神 は人 間世 界 か らは一 段遠

い位置 を占め,そ れ に代 わ って女神 や霊 的存在 が人間世界 に介在す るよ うに

な り,次 第 に憑依 や女神 のカ とい った主題 に焦点が絞 られるよ うになってゆ

くのである.

また基 本的 な構 成 が同 じ演 目が繰 り返 されてゆくうちに,観 客 は次第 にガ

ウリー の演劇 世 界 に引き込 まれる.自 分達 の住 む世 界 の戯 画的表現 を見 て笑

い,そ の後 で その世 界 が神 々の力 によって守 られる武闘的表現 を見 るとい う

緩急の リズムその ものがフレームアップ効果 を生むであろ う.ま た フ レー ム

ア ップのた めの仕掛 は演 目の随所 にある.例 えば それは演 目7)で ケ トウリ

ー に山羊 を買 い与 えてや る場面でシヴァが観客か ら金 を募 るといった点 にも

見 られ ようし,演 目5)や7)で 猪 や ブー トが普 通 の入退場 方 向ではな く,上

演 空間 を取 り囲 む客席 の背 後 の方か ら侵入 して くるといった点 にも見 られよ

う・前者は観客の注意 を舞台に引きつ け参加 をも促す とい う効果 が読み取 れ

るし,後 者 では上演空 間 を取 りまいて存在す ると感 じられる客席 の もう一回

り外側 にまで演劇 の空間が広 がることを表現 していると解釈することが出来

る.観 客 は演劇 の枠 の中 に空 間的 に取 り込まれていることをここで感得す る

はずである.

演 目の8)9)10)で はシ ヴ ァ神 が演劇 の空間 に登場 しない.こ れ らの演 目で

演 じ られ る事柄 はシヴァ神 の王国の出来事 とは されてお らず,従 って,こ の

3演 目はガ ウリー の大 きな枠 に緊密 に統合 されているわけではない.し か し

これ らの演 目 もフレーム ァ ップ効果 とい う観点 か らはガウリーの全体構造 に

結びつ くと解釈 できる・例 えば演 目8)と10)で は笑 いの要素 をふ ん だん に
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含 む と同時 に,踊 りや 曲芸 に対 して多 くの報 奨 が集 まるのであるが,こ の報

奨 を求 め る行為 が観 客 の参 加 を呼び込んでいるといえるだろう.ま た9)で

は よ り積極 的 に観 客席 にい る霊媒 を上演空間に呼び出 して筋運び に参加 させ

ている.9)は 超 自然 的 な存在 の使 いが理不尽 にも人間世界 に闖入 して くると

いうテーマにおいて も4)以 降 の演 目のテ ーマ に共通 す るものが認 め られる

のであって,基 本的 な構成 や テーマの繰 り返 しによる観客 の視点 のフレーム

アップ という4)以 降 の全 体的効果 に結 びつ いて くると見 ることが出来 よ う・

ガウリーの焦点が超 自然的存在 の人間世界への闖入,憑依,女 神 の力 の勝

利 とい った テーマ に合わせ られ,観 客 の演劇 空間へ の取 り込 み が次第 に進行

して,演 目11)で は演技 では ない憑依 が最後 の部分 で起 こって筋運び を支配

す るよ うになる.そ して演 目12)で ガ ウリーはク ライマ ックス を迎 える.12)

では女神 と悪霊 の戦 いのみ が焦点 とな りそれ以外 の物語 はほとん ど演 じられ

ない.こ の戦 いは最終 的 にはデ ヴィ ・アンバー とビールの霊媒 の力 が悪霊た

ちのそれ に勝 り,前 者 の勝利 に終 わ ること にな るが,こ の過程 では観 客 の側

に も数多 くの憑依 が引 き起 こされる.観 客 のい る空 間は,4)以 降上 演空 間 そ

の もの に取 り込 まれつつもいまだ上演空間に対置 してお り,観 客は と りあえ

ず は上演 され る演 目を見 る存在 であった.し か し今 や12)に お いては,演 じ

られ る側 の世界 で現 に起 こっている出来事が,見 る側 で あった観客 の側 にお

いて も起 こることになる.こ の現象 は,見 る 「我 々」 と演ず る 「彼 ら」 とい

う分離 がここでは消滅 し,現 前 させ られ てい る出来 事 が 「ものを対象的 に見

る」 とい う客観的姿勢 を打 ち破 ろうとしている事態 である,と 解 釈 で き よ

う． もはや観 客 は外側 か ら演劇中の出来事 を見守 る存在 ではない.悪 霊 の乱

入 に脅 か され る劇 中 の存在 なのであ り,女 神 とその霊媒 によってか ろ うじて

悪霊 の魔力 から守 られ解放 されるのである.最 後 に全員 が女神 の力 を称 えて

ガ ウ リー が終了す るのは,単 な る措辞 ではな く,観 客 が演 じ手 と一 体 とな っ

て劇 中 の出来事 を自 らにふ りかかった出来事 として経験 した ことのあか しと

捉 えることができるだろう.

さて・ ここまで加 えた分析 をもとに演劇 としてのガウリーの特質 をまとめ

てみ ると以下のようになるだろう.即 ち,

1)ガ ウ リー全 体は憑依 す る神 々 とその霊媒 のカ の勝利 とい う主題 を繰 り

返 し表現 し，最後 にこの主題 が最 も強 く表現 される物語へ と収斂 して行 く構

成 をとる.
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2)演 じ手 で あるビールは世界 を護 持す る神 々や霊 媒 を演 ず るのみなら

ず,演 目の過 程 では カース ト社会 を構成す るあらゆるジャーティ成員 の行動

を演 じている.

3)観 客は ガ ウ リー のフ レーム アップ効果 によ り演劇 の空間 に取 り込 まれ

て行 き,最 後 には演劇 中 に も真正 の憑依 を引き起 こし筋運び を支配す る神々

の力 を主体的 に感得す る・

ガウリーは このよ うな構成の特質 を持 ちつつ,メ ー ワール地域社会 全 体 を

表現 しているものであると考 え られる.次 節 で は,こ の儀礼演劇 の 「全 体

性」 とい う視点か らガ ウリーの構成 に関 して更 に考察 を加 えて行 くことにす

る.

第2節 ガ ウ リーの 「全 体」性

ガ ウリーは2つ の意味 において 「全 体」 的 で あると考 えられる． 即 ち,1

つ はガ ウ リー が文字 どお り社会 の全体 を演劇的 に表現 してい るとい う意味 に

おいてであ り,も う1つ は社会全 体 がガ ウ リー の構 成 に参加 しているとい う

意味 においてであ る.

最初 の意 味 で の 「全 体性」 は,ガ ウ リー の諸 演 目の基 本的 な構成 にかかわ

っている.前 節 で分析 した よ うに,中 盤 か らガ ウリーの諸 演 目は対 をなしな

が ら,そ の前 半 では諸 カー ス トが織 りなす 日常世 界が,や や滑稽味 を帯び つ

つ演 じ られ,後 半 ではその よ うな世 界へ の乱入者 としての悪霊達 が,女 神 や

そ の霊 媒 によって退治 され るという主題 が演 じられるとい う構成 をとってい

る.

この よ うな演 目の基本構 成 に対 応 して,ガ ウ リーは さ らに以下 の2っ の点

で社 会 の全 体 を演劇 的 に表現 していると考 え られる・

1つ は,地 域 社会 を構 成す る全 ジャーティが演劇 の舞台に登場 した ビール

によって演 じられ るとい う点 においてである.こ れは ビール が様 々 なジ ャー

テ ィ の扮装 をして登場 し実際に彼 らの物 まねをす る,基 本構 成 の前 半部分 で

達 成 され る.演 劇 が36の 「全 」 ジ ャーテ ィが 揃 った王 国 での 出来事 とい う

設定で あることや,劇 の過 程 では 全 ジ ャーテ ィ にとどま らず 王やサ ンニャ

シ,盗 賊,警 官 な どお よそ社会 を構 成す るあらゆる人 々が登場することか ら

も,ガ ウ リーが社会全 体 を映 し出す鏡 として構想 されていることは明 らかに

読 み取 れ る.
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このように社 会 全 体 を演 技 によって映 し出 しうるのは,ピ 一ル がカース

ト・ヒン ドゥの社会か ら排除 された部外者 であるか らこそ可能 であると思 わ

れる・部外者 であってどのジャーティでもないか らこそ,逆 に どのジ ャーテ

ィ と もな りうるとい う逆 説 が ここには た らいている.カ ー ス ト・ヒン ドゥ

は・彼 らの隣人であってかつ社会の部外者 であるビール の演技 に自らの姿 が

映 し出 されるのを見,自 らの 日常世 界 を把握 す るこ とになる.

あ らゆ るジ ャーテ ィや職業 が演劇 に登場するとい うことに加 えて,ガ ウ リ

ーは さ らにも う一 つ の点 で,社 会 全体 の 演劇的表現 とな っている.そ れは,

メー ワール地 域社 会 を形成 す る と考 え られる2つ の相補 的 な社会構 成原理 が

演劇 によって示 されているという点である.社 会構成 原理 の うち1つ は演 目

の基本 構 成 の前 半 で演 じ られるカース トの秩序 であ り,も う1つ は その後 半

で示 され る憑依 す る神 と霊媒 を中心 とす るカル トが示す秩序 である。

第2章 で も述 べた よ うに,憑依 す る神 と霊媒 を中心 とす るカル トはメーワ

ール地域 においては非常 に盛 んであ り,こ の地域 の大衆信仰 の重 要 な特色 を

な してい る・ このカル トでは,霊 媒 は ジャ.___ティの差異 や ヒン ドウ ・非 ヒン

ドゥの差異 を超 えてリクルー トされている.ま たカル トを構成 す る一般信 者

は・特定の霊媒 の力への信仰 を根拠 に参集するのであって,ジ ャーテ ィの所

属 や地縁 な どの原理 とは無関係 に構成 されている.ま た カル トに参集 す る一

般信 者 間 ではジャーティの区別 ではなく,神 と霊 媒 の前 で の平等 が強調 され

るとい う特色 がみ られる・ このよ うなカル ト構成 の原理 は,こ の地 域 の伝統

的 な社会 秩序,即 ちジ ャーテ ィの差 異 とヒエ ラルキーや地縁 と血縁 を重視す

る共同体原理・ とは著 しく異なった ものであ り,地 域社 会 の近代化 にと もな

って よ り重要性 を帯び ると考 え られる26).

ガ ウ リー の演 目の基本構成 の後半 では,女 神 の憑依 や悪霊 との戦 いが主題

となる一方・上 に述べたカル ト的構 成 が強 調 的 に示 され るよ うになる.即

ち， 演劇 が後半 に進 む につれて,劇 中 で実 際 に愚依 が起 こるよ うにな り,そ

れ とともに 「演 じ手 で あるビール」/「観 客 と しての ヒン ドゥ」 とい う枠組 み

が壊 れ，観客の中の霊媒 も上演空間に取 り込 まれ る事態 が起 こって くる.そ

して最終 演 目では,憑依 を起 こした者達/一 般 大衆 とい う枠組 み で演劇全 体

が閉 じられることになるのである． ここに至って,神 とそれ が憑依 す る霊 媒

達 を中心 とし・それ に向き合 いジャーティの区別 を取 り払われた一般大衆 と

い うカル ト的構成原理 と相同的な構造 がガウリーの演劇空間にも立 ち現れ る



50 南アジア研究 第6号(1994年)

のである.

この場合悪霊 は カース ト的秩序 によって保 たれる社会 を脅かす存在 として

表現 されてお り,カ ル トの中心 た る神 々 と霊媒 がその悪霊 を倒 してカース ト

的秩序 を守 るとい う筋 が表現 されているので あるか ら,カ ル ト的構 成 はカー

ス ト的構成 よ り優位 に立 ち,前 者 が後者 を包摂 し護 持す るとい う世界観 が暗

示 されていると言 える.同 時 に,こ の世 界観 によれば,社 会全 体は2っ の秩

序 によ って成立 してお り,こ れ以 外 の社会秩 序 の構成原理 は存在 しない こと

になる27).ガ ウ リー が,社 会 全体 を構 成す る2つ の主 要 かつ相補 的 な原理 を

表現 していると言 うのは,こ の意味 においてで あ る.

さて,社 会 全 体 がガ ウリー の構成 に参加 しているというガウリーの2つ め

の意味 で の 「全 体性」 は このカル ト的構造 の形成 に現 れて くる・

即 ち,フ レーム ァ ップ効果 によ って憑依 す る神々のカ を主体的 に経験す る

よ うになったカース ト・ヒン ドゥが,演 劇 の最後 には単 な る観衆 では な く演

劇 の構成要素 となるのである.前 章末 で触 れた よ うに,ガ ウ リー の最終 場面

では観 衆 は カル トに参集 した一般信者 と同様 の位置 を占め,霊 媒 に憑依 し悪

霊 を倒 す神 の力 を賛美する存在 となる.

観衆 は,演 劇 の主 体的 な構 成要素 となる とい う経験 を通 して,霊 媒 を中心

とす るカル トの一般信者 たる経験 を演劇的に再体験す る.こ のガ ウリー の最

終場 面 では,演 技 を見 るのみ の観 客 は存在 せず， 演 じ手 は即ち観客 とな り,

観客 は演 じ手 にな るとい うことになる.

ガ ウ リーは このよ うな 「演技 の自己反照作用」(Kapferer　 1984:186-189)

を最終 的 には ビール とヒン ドゥが ともに体験 し,こ の儀 礼演 劇へ の参加 者 が

社 会 の全体性の洞察 を得た り,憑依 す る神 々 のカ へ の信 仰 を演劇 を通し て再

認す る機会 となっているのである・

第5章 結 論

以 上要 す るに,ガ ウ リーは カース ト社会 の外 部的存在 であるビール によっ

て演 じられるものであ りなが ら,カ ース ト社会 を含 む メー ワー一ル地域社会全

体 を表現す る儀礼演劇 となっていることが明かとなった・以下,第4章 まで

の分析 に基 づ いて,ガ ウ リー を媒介 と した カース ト ・ヒン ドゥとビール との

関係 のあ り方 に考察 を加 え,結 論 とす る・
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第3章 第2節 で も述 べた よ うに,観 客 は何度 も繰 り返 しガ ウ リー の上演 を

見て,そ の内容 を熟知 してい る.つ ま り,こ れ を見 に行 けば何 が起 こるのか

は十分承知 した上で,前 と同 じ経験 を しにガ ウリーの上演 の場 に赴 くのであ

る.従 って,観 客 は演劇 の構成要員 とな り演劇 で表現 される主題 を主体的 に

経験 しにガ ウリー を見に来ていることになる.フ レーム アップ効 果 は実 は そ

の効 果 を受 ける側 の意志 の共犯 があって作用す るということになる・

ビールにとって この演劇 の成功は,女 神 の真 正 の憑依 を呼 び起 こ し,演 技

す る自分達 だけではな く観客 にも女神 の力 を感得 させ うるかどうかにかかっ

ている.演 劇 が女神 へ の奉納 とい う目的 のもとに行われる以上,憑依 が起 こ

らなか った り観 客 が納 得 しないよ うな結末となって女神 の力 を賛美 しえない

よ うな状況 が生 まれてはならないはず だか らである.

言葉 をか えれ ば,カ ース ト・ヒン ドゥで ある観 客達は,カ ース ト社 会 の枠

外 の存在 で ある トライバルのビールが,カ ース ト・ヒン ドゥや彼 らが信 仰す

る神々の役 を演ず ることを許すだけでな く,ビ ール の儀 礼 の 目的達 成 に手 を

貸 していることになる.一 方 ビールは,ガ ウ リー を成功裡 に演 ず ることによ

って,女 神 へ の演劇 の奉納 とい う彼 ら自身の目的 を達成す ると同時 に,ヒ ン

ドゥの神 々 の力 を賛美 し,カ ル ト的秩序 を再 体験 し うる機 会 をカース ト・ヒ

ン ドゥに提供す ることになる.

トライバ ル ・グループ の儀 礼演劇であるガウリーはその主題 の実現 を主体

的 に経験 しよ うとす る,ビ ール とカー ス ト・ヒン ドゥの意志 の微妙 なずれ と

重 な り合 いの上 に成 り立つ芸能 となっていると考 えられ る.

この よ うな両者 の調和的 な社会像は,同 時 にカース ト ・ヒン ドゥによ るビ

ール の排除 ・差別 を隠ぺ いす る作用 をも果たすであろ う.イ ン ド中央 政府 や

ラージ ャス ター ン州政府のいわゆる 「アファーマティブ ・アクシ ョン」 によ

り,ト ライバル グル ープ とカース ト ・ヒン ドゥの利害対立が深刻化 ・先鋭化

す る現代 メーワール社会 において,ガ ウリーが調和的 な社会像 を映 す鏡 のま

ま とどま るのか,そ れ とも新 しい意味 を帯び て上演 されるよ う変化 して行 く

のかは本論 の射程 を超 える問題 であ り,筆 者 の今 後 の課題 の一 つ とな る.
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な コメン トを頂いた東京外国語大学 アジア ・アフ リカ言語文化研究所 の石井

薄教授 に記 して感謝 申し上 げる.

注

1)本 論文 の現 地語表記の方法 は概 ね次 のよ うに行 う・

まず,調 査の行 われ たメー ワール地方 の言語状況 であるが,こ の地方 では ヒン

デ ィ語 及びその方言 であるラージャスターニー語 の・一種 メワー リー語 が 用 い ら

れ ている.し か し,学 校教育 とラジオ,テ レビ等のメディアが農村部 にまで浸透

した現在,ヒ ンディ語 とその方言 は明瞭 な区別 を失 いつつ ある．

本 論文 は,筆 者 の現 地での聞 き取 り調査 を基本資料 とす るので,基 本 的 には現

地 での発音 にできるだけ近似 させ た表記 を旨 とす る.従 って,例 えばシヴァ神 の

配偶者 は,パ ール ヴァティではな くパル ヴァテ ィで ある・

現 地語 表記 はカタカナで行 うが,い わ ゆる 「そ り舌音 」や 「気息音」な どの表

記 はカタカナのみ では 不可能 なので， 初 出時 には慣用的なアル ファベ ッ ト表 記

を括 弧 内に付記す る.但 しジャーティ等の よ うに一般 によく知 られてい る と思

われ る用語 につ いては,煩 雑 さを避 けるために,い ちいちアル ファベ ッ ト表記 を

付記 しない.ア ル ファベ ッ ト表記のルール は以 下の通 り・「そ り舌音」 は子音 の

下に ・をつ けて表す.ta,daな ど.ま た 「気息音」は,tha,dhaな どの よ うに

表す.長 母音 は該当す る母音 の上 に 一 をつ けて表 す.

2)プ ラタップシ ンが 都落 ち した後 ムガル 勢 力に対抗 し得 たの も,ビ ールの協力 に

よるゲ リラ戦術 が とれたた めである とも伝 え られてい る.

3)三 尾1994の 表1で は,ビ ール はガメテ ィとい う名称で表記 して ある．同論文 の

対象 であるR村 では,こ の トライバル ・グル ープは 「首長」 を意味 するガメテ

ィとい う用語 で自 らの集 団 を自称 していたた め,こ の論文 ではそれ を尊重 した.

Deliege　 1985に よると,ビ ールが平地に居住す るよ うになる と山地 に居住す

るビール との差異化 をはかって 「首長」や 「王」を意味す る用語 を自称 に用 いる

傾 向がみ られ るとい う(Deliege　 1985:100).し か し,平 地 に居住す るビール も

山地 のビール と婚 姻等 を通 して一定の社会的紐帯 を維持 してお り,ま たガ ウリー

な どの 文化的伝統 もメーワール 地方 の ビール であれば 山地居住 か 平地居住 かを

問 わず,共 通す る ものがみ られる。本論文は,メ ーワール地方の ビール に共通 す

る文化伝 統 を対象 に記述 しよ うとす る論文 なので,狭 い 範 囲で 自称 として用 い
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られ る集 団名 ではな く,こ の地方で広 く用 い られ る集 団名で ある 「ビール」を使

用 す る.

4)近 代イ ン ドの地方行政の最 末 端 機 構 である グ ラム ・パ ンチャイヤ ッ ト(Gram

Panchayat)で はな く,伝 統的に村 落単位 で 自治組織 として機能 して きたパ ンチ

ャイヤ ッ トの ことである・伝統的なパ ンチャイヤ ッ トは,村 の成員間 のい さかい

を仲裁 し,場 合 によって は制裁 を加 え,ま た自警 団を組織 した りす る機能 を現 在

も果 た している.こ の自治 組 織 にはハ リジャンや トライバル ・グループは参加

権 がない・近代的 な地方行政組織 としての グラム ・パ ンチャイヤ ッ トの場合,例

えばその首長 であるサルパー ンチ(Sa　rPanchi)選 挙 には トライバル ・グループ

等 を含 む全員 が参加 できる.

5)こ の地域 の ノーラッ トリ祭礼 の伝 統 とその変容 に関 しては三尾1994を 参 照 され

た い.

6)ヒ ンデ ィ語 のアーシ ュヴィン(Asvin)月 にあた るメワー リー方言 である.

7)こ の贈与 はペラウニー(Perauni)と 称 され,劇 中の演技 に対 して観客 が任意 に与

える報奨(イ ナーム　Inam)と は異 な り,義 務的 な贈与 と考 え られ ている.

8)第2章 で述べたよ うな霊媒達の活動す る社 である.憑依 を起 こす神々 とその社

は同 じ 「デヴタ」 または 「テ ヴラ」(Devra)と い う言葉 で表 され る.

9)牛 や水牛 の糞 を円盤上 に固 めて乾燥 させた もの.燃 料 として用い られ る.

10)ガ ウリーは男性 のみが 演ず るので,女 神役 は深紅のサ リーをま とった 男性 によ

って演 じ られ る.

11)筆 者 は,「 カース ト・ヒン ドゥ」等 のよ うに用法 がかな り定着 した場合 を除いて

は， 内婚世襲 の社会集 団 としてのいわゆ る 「カース ト」 を 「ジャーテ ィ」 と表

記す るの を原則 としている.本 論文 もこの原則 に従 って表記 を行 う.

12)た だ しハ リジ ャンのみは別で,彼 らは他 のカース ト・ヒン ドゥか らは若 干 離れ

た所 に固 まって座 る.一 方,カ ー ス ト・ヒン ドゥで あれ ば,ブ ラーマン もラージ

プ ー トもジャー トもあるいは他 のジャーテ ィ成員 であって も特 に座 る 場 所 に 区

別 をつけず にガウリーを ともに見ている.

13)ジ ャーテイの一つである.

14)筆 者 の住 んだ村 では調査期間中にはガウ リーが上演 されなか った.

15),16)と もに村 の名 である.

17)シ ヴァ神 は常 に仮面 をつ けてお り,仮 面 が他 にはほ とん ど登場せず扮装 と化粧

で表現 され る他の役 とは対照的で ある.

18）「36の 」 とい うのは完結 した村 共同体 を成 すのに必要 なジャーテ ィが全 て揃 った

とい うことを表 す・

19)こ れ らはそれぞれ， バ ニヤ(Bania),ボ ホ ラ(Bhohora) ,ス ナール(Sunar)と 呼

ばれ るジャーテ イである.

20)霊 媒 とブー トの問答 の過程 で,ブ ー トが取 り愚 いたのは,ケ トゥリーの帰 りの道

中で山羊 に子供 が生 まれ,そ の出産直後にでる濃い 乳 を神や 霊 にきちん と捧 げ

ることをせず 自分 で食べ て しま ったか らだ とい うことが明 らかにされ る.

21)ホ ー リー祭 の後 の10日 間 ヒン ドゥの女性達 がギー等 の供 物 を捧 げ,礼 拝す るの
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がこのダサ マターである・イ ン ド菩提樹の木 に宿 るとされ，供 物は この木 に対 し

て捧 げ られ る.家 族や子孫 の健康 と幸福 を守 る母神 と信 じられ,ま た同 じ時期 に

プジャを捧 げるシタラマタ(Sitala Mata)同 様天然痘 を防 ぐとも言 う.

22)実 はダサマ ターが,王 の 自分 に寄せ る信仰 を試 すために自分 が宿 る菩 提 樹の下

で王の 尊敬す るサ ンニャシを昏倒 させた ことが,こ の演 目の 後半 で明 らかに さ

れ る.

23)黒 い装束 に 身 を包み角 をはや し,ひ ね曲が った鼻や ピンク色一色 に塗 られ た も

のな ど異形 の仮面 をつけた り,傘 をさした りしてい る.な お仮面 は全員 がつ けて

はお らず,2人 は黒い布 で鼻か ら下 を覆 い 目だけをむ き出 しに した姿 である.

24)カ ル カ ッタやベ ンガル地方には呪術使 いが非常 に多い と信 じられ てい る.

25)本 論 で 取 り上 げた 例 にはないが,他 の上演機会には 演 じられ るこ との あるジャ

ー ト・ジャ トニー(Jat Jatni)と かバ グ リー(Bhagri)な どとい った演 目も主 と

して この よ うな 効果 を持つ もの と考え られ る.こ れ らは 演 目名 となってい るジ

ャーテ ィ(ジ ャー ト・ジャ トニーの場合 はジャー ト)特 有 の扮装 を した演者 が 登

場 して,滑 稽 な掛合 を演ず るとい う内容 になってい る.

26)慧 依 す る神 と霊媒 を 中心 とするカル トの 構造 とこの 地域 の 大衆的 な ヒン ドゥ信

仰 にお ける意味 は,稿 を改 めて検討 したい.

27)少 な くともガ ウ リーにおいては,サ ンニャシや 王 が体 現す るとされ る,カ ース

トの ヒエ ラル キー とは相違 する価値や社会秩序 の体系 は,サ ンニャシや王 が劇 中

に登場す るにもかかわ らず,明 確 には現れて こない.サ ンニャシや王 の体現す る

社会秩序 の体系 について は,Dumont(1980[1966]),Burghart(1978),Raheja

(1988)等 を参照 されたい.

参 考 文 献

Babb,Lawrence A.1975 The Divine Hierarchy: Popular Hinduism in Central

India.New York: Columbia University Press.

Burghart,Richard 1978 "Hierarchical Models of the Hindu Social System",

Man(n.s.)Vol.13:519-526.

Carstairs,G.Morris 1955"Bhil Villages of Western Udaipur:A Study in Re-

sistance to Social Change."in M.N.Srinivas(ed.)India'Villages. New York

Asia Publishing House.

Chauhan,Brij Raj 1963 "Gauri:A Village Festival",Bulletin of the Tribal

Research lnstitute. II,2: 30-33.

Chauhan,Brij Raj 1967 A Rajasthan Village.New Delhi: Associated Pubiish-

ing House.

Deliege, Robert 1981 "The Bhils or the Tribe as an Image"
,Eastern Anthro-

pologist. Vol.34:127-129.

Deliege, Robert 1985 The Bhils of Western India.New Delhi: National Pub-

lishingHouse.

Doshi,S.L.19907'Tibal Ethnicity,Class and integration .Jaipur: Rawat Pub一



ラージャスターンにおける儀礼演劇の社会的構成 55

lications.

Dumont,Louis 1980[1966］　 Homo　 Hierarchicus:The　 Caste　 System　 and　 Its　Impli-

cations.　 Chicago:　 The　 University　 of　Chicago　 Press.

Gold,Ann　 Grodzins　 1988　 "Spirit　 Possession　 Perceived　 and　 Performed　 in　Rural

Rajasthan",Contributions　 to　Indian　 Sociology(N.S.).Vol.22:35-63.

Kapferer,Bruce1979　 "Entertaining　 Demons",Soeial　 Analysis.Vol.1:108-152

Kapferer,Bruce1984　 "The　 Ritual　 Process　 and　 the　 Problem　 of　 Reflexivityi　 n

Sinhalese　 Demon　 Exorcisms",in　 John　 J.MacAloon(ed.)Rite,Drama,Festi-

val,Sectacle:Rehearsals Toward a Theory Cultural Performance.Philadel-

phia:ISHI Publications.

Raheja,Gloria G.1988"India:Caste,Kingship,and Dominance Reconsid-

ered",Annual Review ,of Anthropology. Vol.17:497-522.

Tod,James 1983[1829] Annals and Antiquities of Rajasthan.New Delhi:Ori-

ental Books Reprint Corporation.

三 尾 稔 1994「 女 神 祭 祀 の 変 容-イ ン ド ・ラ ー ジ ャ ス タ ー ン州 メ ー ワ ー ル 地 方 の

事 例 か ら」 『民 族 学 研 究 』58巻4号334-355頁.


